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アメリカにデジタル・アートに関する『ArtByte』と
いう雑誌がある．その1999年2－3月号（第1巻第6号）
におもしろい記事が掲載されていた．それはイェー
ル大学で20世紀の文学と文化を教えているローラ・
フロストによるもので「欲望の回路──テクノ・フェ
ティシズムとジェンダーのミレニアル・テクノロジー」
と題され，伝統的なフェティッシュ・ファッションとテ
クノ・フェティッシュの違いについて語っている．そ
のなかで彼女は，「新しいテクノロジーがエロティッ
クな想像力に火をつけた．ヴァーチュアル・リアリテ
ィが創り出されたとき多くのジャーナリストが発した
最初の質問は何であったか？ 『それとセックスで
きるのか？』」と示しつつ，テクノロジーが性的な語
彙に侵入してゆくなかで，その最も精巧な例として
テクノ・フェティシズムをあげている．そして，今日テ
クノ・フェティシズムに注がれる幻想は基本的に男
性のものであるが，その装いを少しばかり変えてい
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会場風景　
本展はヤノベケンジ，高橋士郎，スイ
ス・ローザンヌ連邦工科大学，早稲田
大学ヒューマノイドプロジェクト，株式
会社AAIジャパン，セイコーエプソン
株式会社，ATR知能映像通信研究
所，マイクロソフト株式会社，レゴジャ
パン株式会社らの合計13作品と
Survival Research Laboratoriesの
ドキュメンタリー上映を基本に，展示
作品に関連したシンポジウムやワー
クショップが随時開催され，作品展示
だけに留まらない立体的な展開が試
みられた（詳細は後出のICCレポート
を参照）．会場構成は建築家の入江
経一が担当．開放感のあるICC5階の
展示空間を活かしながら展示室全体
を青い光りで満たし，天井から吊るさ
れたプラズマ・ヴィジョンに作品解説
を映し出すなどの工夫も施された．
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くだろうという彼女の結論の当否は別として，私た
ちは本当にテクノロジーと，もしくは機械とセックスで
きるのだろうか．あるいはそれらと人間同士におけ
るような感情としての愛をもてるのだろうか．一方機
械は，アルフレッド・ジャリの小説『超男性』（1902）に
現われる愛の機械のように人間に恋するのだろう
か．そのとき私たちは超男性のように機械と結ばれ
あって一体となるのだろうか．
いずれにせよ，私たちはテクノロジーにさまざま

な幻想を含めて，なにものかを求めてきた．そして，
私がなぜローラ・フロストの文章について長 と々触
れたかというと，そこにはまさにテクノロジーと人間
の相互交流（インターコミュニケーション，もしくはインターコイタ
スというべきか）についての問題が含まれているからだ．

さて，今回の「共生する／進化するロボット」展も
また，そのような追及と問題の一端が概観され，な
かなか興味深い展覧会となっていた．ただ，ロボッ
トの定義そのものがいくつかの要素をもっているた
めに，展示された作品もまた，アーティスティックな
もの（ヤノベケンジ，高橋士郎など），《WABOT》のような
人間型のもの，あるいは《MINDSTORMS》のような
教育教材，さらには《知的車椅子》《完全自律搬送
車》などさまざまな領域にわたっている．
ところでヤノベの作品《アトム・カー》をロボットと
見做すかどうかは別として，この作品は放射能を関
知して退避行動をとるが，自らの意志でそれを行な
うわけではない．動かすためには金を投入しなけれ
ばいけないのだ．しかも，このラジコン的性格を備

バボット 1998 高橋士郎　
ミクストメディア　直径90×高さ323 cm
コンピュータ制御のセンサーに反応すると，ナ
イロン製の布でつくられた円錐型の筒のなか
に空気が送り込まれ，動作を始める．一般的
に想像しがちな，金属的で機械的なロボットと
は異なり，大半が空気でつくられているのが特
徴．こうしたバルーン型ロボットは近年，立体
サイン表示装置としてのみならず，福祉用や医
療機器としても注目を浴びている．
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えた車は，放射能を10回浴びたら全機能を停止し
てしまう．それは，彼がかつて制作した《アトム・ス
ーツ》と同様に，自らを防御するためにはより攻撃的
な装いや道具を備えようとする次の世代のある種の
表現者の考え方とは遠いところにある．いずれにせ
よ，この遊戯的感覚をもつ車は，攻撃性の欠如，あ
るいは隠蔽という最近のテクノロジーを使用した表
現の多くに見られるものと通底する．そして，それに
よって，私たちは作品あるいは製品により近づくこと
が可能になっていく．そのすぐれた例の一つが，高
橋士郎の《バボット》だろう．人に危害を加えること
のないこのロボットは，まさに今回の「共生」という言
葉と結ばれていく．
とはいえ，ただ受容するだけが「共生｣を生み出

すわけではない．それらを使用する，あるいは向か
い合う側の人間の想像力も要求されるのだ．その
ような意味で，目的はまったく異なるが，
《MINDSTORMS》や《完全自律搬送車》などに興
味を引かれた．もちろん，今回出品されたものの多
くが開発途上であったり，商品化されていたりする
が，それらを前にして，来たるべき世界においてテ
クノロジーがどれほど私たちの生活のなかに入り込
み，影響を与えていくかを含め，さまざまに考えさせ
られた展覧会であった． ✺

おかむら・たかお──1960年東京生まれ．東京造形大学教授．美術史家．
著書＝『ポスト・ホップ・アート』（スカイドア），『スペイン美術鑑賞紀行』（美
術出版社），『ガウディ』（美術公論社）など．

左──ActiMates 1997 マイクロソフト株式会社
現在アメリカで市販されているロボット縫いぐるみ．CD-ROMやテレビ，ヴィデオなどの動
画と連動して，歌を歌ったり，手や首を動かしたり，ときにはコンテンツに合わせて合いの
手を入れたりする．1995年，幼児の発育・成長研究の権威E・ストローメン博士の協力を得
て開発に着手．2歳から5歳の幼児を対象とした教育的なコンテンツがプログラムされた．

右──MINDSTORMS 1998 レゴジャパン株式会社
MITよりS・パパート博士を迎え入れ研究，開発した組立式ロボットキット．米国で市販され
ている基本キットには，コントローラーやモーター，センサーをはじめとする駆動系ハード部
品とロボット本体を自由に造形できる組み立てブロック部品とがセットされている．そのた
めWindows PCで作成された動作プログラムをコントローラー本体へ転送すれば，形はも
ちろんのこと，動作を含めユーザーの思うがままのロボットをつくりだせる．国内ではアス
キー，東芝，オーム社の各ウェブサイト，および原宿キディランドにて購入することができ
る．価格はオープンプライス．
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